
電
気
事
業
法
第
２
条
の
７
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
小
売
電
気
事
業
者
の
地
位
を
承
継
し
た
の
で
届
け

出
ま
す
。

承
継
年
月
日

被
承
継
者

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報

（
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
百
九
十
四
条
の
見
出
し
を「（
皮
膚
障
害
等
防
止
用
の
保
護
具
）」に
改
め
、
同
条
中
「
中
毒
」
を「
健
康
障
害
」

に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
計
画
の
届
出
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

労
働
安
全
衛
生
規
則
第
八
十
六
条
第
一
項
及
び
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第

八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
前
に
同
令
別
表
第
七
の
十
六
の
項
か
ら
十
八
の
項
ま
で
の

上
欄
に
掲
げ
る
機
械
等
で
あ
っ
て
、
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
八
年
政
令
第

三
百
四
十
三
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
別
表
第
三

第
二
号
８
の
２
又
は
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
（
以
下
「
新
特
化
則
」
と
い

う
。）別
表
第
一
第
八
号
の
二
に
掲
げ
る
物
（
以
下
「
オ
ル
ト

ト
ル
イ
ジ
ン
等
」と
い
う
。）に
係
る
も
の
を
設
置
し
、

若
し
く
は
移
転
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
主
要
構
造
部
分
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
様
式

第
三
号
に
よ
る
報
告
書
の
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
必
要
な
改
定
を
し
た
上
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
第
二
類
物
質
の
製
造
等
に
係
る
設
備
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

オ
ル
ト

ト
ル
イ
ジ
ン
等
を
製
造
し
、
又
は
取
り
扱
う
設
備
で
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
新
特
化
則
第
四
条
及
び
第
五
条
の
規
定
は
、
適
用

し
な
い
。

（
特
定
化
学
設
備
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

オ
ル
ト

ト
ル
イ
ジ
ン
等
を
製
造
し
、
又
は
取
り
扱
う
特
定
化
学
設
備
で
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
新
特
化
則
第
十
三
条
か
ら
第
十
七
条
ま

で
、
第
十
八
条
の
二
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
九
条
の
二
か
ら
第
二
十
条
ま
で
、
第
三
十
一
条
並
び

に
第
三
十
四
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
出
入
口
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条

オ
ル
ト

ト
ル
イ
ジ
ン
等
を
製
造
し
、
又
は
取
り
扱
う
特
定
化
学
設
備
を
設
置
す
る
屋
内
作
業
場
及
び
当
該

作
業
場
を
有
す
る
建
築
物
で
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
は
、
新
特
化
則
第
十
八
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
警
報
設
備
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条

オ
ル
ト

ト
ル
イ
ジ
ン
等
を
製
造
し
、
若
し
く
は
取
り
扱
う
特
定
化
学
設
備
を
設
置
す
る
作
業
場
又
は
当
該

作
業
場
以
外
の
作
業
場
で
オ
ル
ト

ト
ル
イ
ジ
ン
等
を
合
計
百
リ
ッ
ト
ル
以
上
取
り
扱
う
も
の
で
、
こ
の
省
令
の
施

行
の
際
現
に
存
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
新
特
化
則
第
十
九
条
第

一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
床
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
八
条

オ
ル
ト

ト
ル
イ
ジ
ン
等
を
製
造
し
、
又
は
取
り
扱
う
特
定
化
学
設
備
を
設
置
す
る
屋
内
作
業
場
で
、
こ
の

省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
新
特
化
則
第

二
十
一
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

様
式
第
一
の
七
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
１
の
７
（
第
３
条
の
９
関
係
）

小
売
電
気
事
業
承
継
届
出
書

年
月

日
殿

住
所
氏
名
（
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）
印

地
位
を
承
継
し
た
者
が
小
売
電
気
事
業
者
で

あ
る
場
合
は
、
そ
の
登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

〇
経
済
産
業
省
令
第
百
八
号

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
二
条
の
七
第
二
項
、
第
二
条
の
八
第
一
項
、
第
二
条
の
十
四

第
一
項
、
第
四
条
第
二
項
、
第
八
条
第
一
項
、
第
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
四
条
第
一
項
、
第
二
十
七
条
の
五

第
一
項
、
第
二
十
七
条
の
十
九
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
二
十
七
条
の
二
十
第
一
項
、
第
二
十
七
条
の
二
十
四
第
二
項
、

第
二
十
七
条
の
二
十
六
第
三
項
、
第
四
十
一
条
、
第
四
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
八
条
第
一
項
、
第
五
十

一
条
第
一
項
並
び
に
第
五
十
一
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
電
気
事
業
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
三
十
日

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

電
気
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

電
気
事
業
法
施
行
規
則
（
平
成
七
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
十
第
一
項
中
「
書
類
」
の
下
に
「
及
び
事
業
の
休
止
（
廃
止
）
の
理
由
」
を
加
え
る
。

第
三
条
の
十
三
第
四
項
本
文
中
「
同
項
第
一
号
」
を
「
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
第
四
号
中
「
場
合
は
」
を
「
場
合
に
あ
っ
て
は
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
場
合
は
」
を
「
場
合

に
あ
っ
て
は
」
に
、「
五
年
」
を
「
十
年
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
他
」
を
「
他
の
者
」
に
、「
場
合
は
」
を
「
場
合

に
あ
っ
て
は
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
場
合
は
、
供
給
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
の
」
を
「
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

該
申
請
者
が
供
給
区
域
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
議
決
に
係
る
」
に
改
め
る
。

第
四
十
五
条
の
八
第
三
項
中「「
直
近
供
給
能
力
値
」
と
は
、
直
近
の
法
第
二
十
七
条
の
十
七
第
一
項
（
法
第
二
十
九

条
の
十
九
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
」
の
下
に
「
場
合
」
を
加
え
る
。

第
四
十
五
条
の
十
一
中
「
書
類
」
の
下
に
「
及
び
事
業
の
休
止
（
廃
止
）
の
理
由
」
を
加
え
る
。

第
四
十
五
条
の
十
六
第
四
項
本
文
中
「
同
項
第
一
号
」
を
「
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
六
十
七
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

水
力
発
電
所
に
お
け
る
水
力
設
備
（
二
以
上
の
者
が
管
理
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
者
を
代
表
す

る
者
と
当
該
水
力
発
電
所
の
設
置
者
が
異
な
る
も
の
に
限
る
。）の
う
ち
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
設
置
又
は
変
更

の
工
事
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
前
条
第
一

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
添
付
を
要
し
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
河

川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
申
請
書
の
写
し
を
添
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ダ
ム
（
洪
水
吐
き
ゲ
ー
ト
操
作
用
予
備
動
力
設
備
及
び
洪
水
吐
き
ゲ
ー
ト
の
制
御
に
係
る
設
備
を
除
く
。）

二

取
水
設
備

三

貯
水
池
又
は
調
整
池

第
七
十
三
条
の
二
の
二
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一
の
二

河
川
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
水
力
発
電
所
の
水
力
設
備
（
二
以
上
の
者
が
管
理
す
る
も
の

で
あ
っ
て
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
者
を
代
表
す
る
者
と
当
該
水
力
発
電
所
の
設
置
者
が
異
な
る
も
の
に
限
る
。）の
う

ち
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

ダ
ム
（
洪
水
吐
き
ゲ
ー
ト
操
作
用
予
備
動
力
設
備
及
び
洪
水
吐
き
ゲ
ー
ト
の
制
御
に
係
る
設
備
を
除
く
。）

ロ

取
水
設
備

ハ

貯
水
池
又
は
調
整
池

第
七
十
八
条
第
一
項
第
七
号
中
「
添
付
書
類
」
の
下
に「（
別
表
第
六
第
二
項
に
掲
げ
る
電
気
工
作
物
の
設
置
及
び
別

表
第
七
第
三
項
に
掲
げ
る
電
気
工
作
物
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。
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